
NO.

□１　住宅等におけるエネルギーの効率的な利用に資する技術開発
□２　住宅等に係る省資源、廃棄物削減に資する技術開発
■３　住宅等の安全性の向上性に資する技術開発

■技術開発の概要

（新規課題）

24
技術開発
課題名

大規模地震時の耐火木造建築物の安全性向上と実用化開発

約　108　百万円 平成　23　年度～　24　年度

総評

背景・目的

事業者

技術開発
経費の総額
（予定）

○ 京都議定書等のCO2削減目標達成に向けた森林管理と木材利用の推進
○ 低炭素社会実現と市場拡大が期待される大規模木造建築技術の開発
○ 国民の環境保護への関心の高まりと生活空間の自然志向

技術開発
の期間

木造建築の可能性を広げることが期待できる耐火構造に関する技術開発の提案である。技術開発の意
義、必要性が認められることから、計画に沿い構造性能を明らかにすることが求められる。

・株式会社竹中工務店　先進構造エンジニアリング本部　課長　五十嵐　信哉
・齋藤木材工業株式会社　建築事業部　課長　齋藤　潔

図従来の集成材と耐火集成部材の比較実験

表 技術開発の内容と既往技術との比較

3層構造の耐火集成部材を中心とした耐火木造建築技術の開発

平成23年度の技術開発の内容

耐火集成部材(柱・梁)の開発

部材製作方法の合理化

接合部の開発

木造耐震要素の開発

非構造部材との取合い部

耐火集成部材（梁）と非構造部

材の性能検証（実験等）

JAS部材としての製作方法の検討と確立

既往の基礎研究をベースに大規

模木造建築を実現する耐火集成

部材の耐火実証実験と構造実験

の実施（カラマツ材）

耐震性能を満足し、部材製作・施

工の合理化が可能となる接合部

の開発と性能検証 木造耐震要素のプロトタ

イプの検討

平成24年度の技術開発（予定）

部材製作方法の合理化

一般集成材メーカーでも対応可

能となる製作方法の合理化

耐火集成部材(柱・梁)の開発

平成23年度に引き続きスギ材に

よる耐火集成部材・接合部等の

性能検証（実験等）

木造耐震要素の開発

木造耐震要素の技術開発と性能

検証（実験等）

耐
火
集
成
材
に
よ
る
木
造
建
築
の
実
用
化

非構造部材取合い部

耐火集成部材（梁）と非

構造部材の取合い部プロ

トタイプの検討


